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論文題目
超音波による複数パノラマ断層撮影と統計形状モデルフィッテングを用いた患者
個別下肢全体筋骨格形状の予測

要旨

超音波画像診断装置は,非侵襲・短時間で撮影可能であり高時間高分解能な画像が取得できるため,
筋肉の解析に適したモダリティである.しかし,撮影範囲には制限があり,３次元的な解析が困難である.そ
こで本研究では下肢を撮像した複数のパノラマ超音波断面を用いて,下肢全体の筋骨格の形状を予測
することを目的とする.具体的には,パノラマ超音波の複数断面の撮像には,モーションキャプチャーを用
いて,パノラマ断面とそれに対応する位置情報を取得する.筋骨格の形状予測には,CTデータベースを
用いて統計形状モデルを構築し,構築したモデルと取得したデータを用いることで,筋骨格の形状を予
測し,推定精度を求めるため,1人の被験者から得られた同一箇所の3次元MRI画像と複数の超音波パノ
ラマ断面を用いて,定量的な評価を行う.この手法により,パノラマ超音波画像を複数取得するだけで,広
範囲の筋骨格形状を取得することが可能となる.
 


